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はじめに
　赤磐医師会病院は，赤磐医師会（旧
赤磐郡医師会）が昭和57年に設立し
た赤磐郡医師会病院の名称を平成17
年３月に改称したものです．赤磐郡
の５町は赤磐市と岡山市東区瀬戸町
の２つの行政区に分かれましたが，
医師会と病院は上記のように名称を
変更して継承し，現在に至っていま
す．病床数は196床で，うち一般が
166床，療養が30床（うち介護保険適
用５床）で，人口約６万人の診療圏
の基幹病院としての役割を担ってき
ました．岡山県下では唯一の医師会
立病院で，先般の法改正により，現
在の社団法人から，より公益性を問
われる公益社団法人への移行をめざ
して目下準備中です．
地域医療支援病院
　当院は，平成16年に県下で２番目
の地域医療支援病院として認定を受
けました．赤磐医師会会員を中心に，
隣接する岡山市や和気町，さらには
瀬戸内市の56医療機関から計80名の
登録をいただいて，CT，MRI，消化
管内視鏡等の機器の共同利用や血液
検査等の検査委託，および24時間開
放型病床を備えて運営しています．
　当時，この地域医療支援病院の承
認を県から受けるための要件とし
て，当直医２人体制のほか，初診患
者の紹介率が80％を超える必要があ
りました．平成22年度の紹介率は，
74％に下がったものの，その後，要
件として組み入れられた逆紹介率は
85%と，依然両者とも高い水準を維
持しており，改正後の地域医療支援
病院の基準をクリアしています．ま
た平成22年度には年間873件の救急
車の搬入を受け入れて，この地域で
の約４割の救急搬送患者を収容して
きました．
へき地医療拠点病院
　当地域の高齢化率は県下の縮図を
あらわしているかのように，市街化
された南部は，高齢化率が岡山市に
匹敵する25％程度であるのに対し，
赤磐市の北部は，高齢化率も県北と
同様40％近くになっています．この
ため過疎化が進み無医地区にある，
赤磐市の２つの診療所と，さらに和
気町の１つ，計３つの診療所の運営
に，へき地医療拠点病院として携わ
ってきました．現在は常勤医の在住
する１箇所を除き，２つの診療所へ
当地域の医師会会員を中心に出張診
療を行なっています．
おもな診療分野
　当院の常勤医は，内科，外科，整
形外科の，あわせて９名の小さな所
帯ですが，岡山大学から上記診療科
以外からも非常勤医を派遣していた
だいて，麻酔科，泌尿器科，放射線
科，透析を中心にした腎臓内科，循
環器内科，神経内科の診療科を併設
しています．当地域は必然的に高齢
の患者が多いこともあり，いろいろ
の合併症をかかえている方が多く，
これらの診療科があることで大いに
助かっています．さらに当直業務を
中心に，国立病院機構岡山医療セン
ター，岡山済生会総合病院，川崎医
科大学附属川崎病院などからも非常
勤医を派遣していただき，さらには
地元の若手医師会員も加わって，当
直医の２人体制（内科１人，外科系
１人）を維持してきました．
　おもな対象疾患としては，内科・
外科医ともに岡山大学の消化器系の
講座の出身者が多いことから，消化
器疾患を得意としています．最近で
は，内視鏡下での消化管手術や，内
視鏡下胃粘膜剥離術などの先端治療
も手がけています．また整形外科で
は四肢の骨折症例が多く，さらにリ
ウマチ外来を開設して対応していま
す．また健診部門として，生活習慣
予防検診，特定検診，特定保健指導，
さらにはがん検診（胃，大腸，乳が
ん等）にも専任医師を配置して対応
しています．
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　平成22年度の年間外来患者総数は
47,208人（１日平均163人），入院患
者50,727人（１日平均139人），透析
実患者数67人で，おもな手術件数は
一般外科手術181（うち全身麻酔120）
件，整形外科215件，泌尿器科25件，
また上部消化管内視鏡検査1,335件，
下部消化管内視鏡検査533件，内視鏡
下の消化管止血術30件，逆行性膵胆
管造影77件などでした．
医療機器，院内設備等
　平成23年夏には電子カルテ化がな
され，これより２年前に導入したオ
ーダリングシステムとレントゲンフ
ィルム等の PACS（画像情報処理シ
ステム）化とあわせて，電子化を推
進して業務の効率をたかめてきまし
た．また院内情報はウエブで職員に
周知するようにしています．
　高額医療機器として，1.5Tの
MRI（GE社製），16列のマルチスラ
イスCT（東芝製）を導入していま
す（これら高額医療機器を購入する
に当たっては，県から，へき地医療
や地域医療等の貢献度から助成金を
いただいてきました）．
　読影は岡山大学放射線科からの非
常勤の先生方にお願いして，院内の
みならず依頼元の登録会員へも返送
しています．
　その他，外来処方は院外処方箋を
発行し，地域医療連携室を設置して
病診連携をはかり，また院内保育所
を設けて，特に女性職員の就労を支
援しています．ちなみに岡山大学の
女性医師復職プロジェクトにも参加
しています．
おもな資格，認定基準
　これまでに認定された施設基準等
は，日本医療機能評価機構の認定病
院であり，研修施設として，日本外
科学会外科専門医制度関連施設，日
本消化器内視鏡学会指導施設，日本
消化器病学会専門医制度認定施設を
授かっています．また岡山済生会総
合病院，岡山大学の卒後臨床研修プ
ログラムの地域保健 ･医療部門に協
力参加して臨床研修に当たっていま
す．
病院の増改築計画と今後の展望
　病院は今年で開設から30年が経過
しましたが，開設以来の金融機関か
らの借入金は，これまでの先人方の
努力もあって，平成22年には返済し
終えることができました．この間，
昭和63年に現在の196床に増床し，平
成13年に30床を療養型病床へ運用，
さらに平成22年には耐震補強を行う
など，医療情勢等の変化に対応すべ
く努力してきましたが，既存の建築
構造では限界に達してきたことや，
新たに回復期リハビリ病棟の新設と
リハビリ室の拡充などを考慮し，先
般より大幅な増改築を計画していま
した．折りしも今年から始まる県の
地域医療再編計画の一環として，赤
磐市とその周辺の医療再編計画が取
り上げられ，当院がこの地域の入院
治療を一層充実して担っていくこと
が課せられるようになり，これらを
踏まえて，平成26年秋の完成を目指
して増改築へのスタートを切ろうと
しています．さらに今後は，画像診
断の迅速かつ充実化を図るため，岡
山大学放射線科との遠隔情報システ
ムを構築し，また病院間や，地元の
医師会員との病病診連携に，電子媒
体による情報交換を進めていきたい
と考えています．これらを実現して
いくためには，スタッフの充実を図
る必要があり，関係各位におかれま
しては，より一層のご理解ご協力を
たまわりたくお願いして，当院の紹
介といたします．
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